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指標名
２２年度の

現状
２６年度末
までの目標

（参考）「福井新々元気宣言」
対　応　項　目

1 [１００年企業] ふるさと企業育成ファンドによる支援企業数 ― ４年間で５０社
○「ふるさと産業」の元気再
生

2 繊維製品の自販率の割合 ６２％ ６５％

3
眼鏡枠の生産全体に占める自社ブランド等の生産比率
（金額ベース）

３０％ ３５％

4 商店街フェアの開催数（来客者数）
６か所

（１２２千人）
１４か所

（１５０千人）
○商店街を「ライフスタイル
センター」に

5 新たに経営改善に取り組む企業数 ― ６００社
○町の小企業に着目した支援
強化

6 [新成長産業] 製造品出荷額等
１兆６，７３４億円

（平成２１年）
１兆８，８００億円

（平成２５年）
○「福井経済新戦略」を官民
あげて連携推進

7 開発を進めるニューパラダイム製品 ― ４品目
○業種・業界をこえた「企業
連合」による新産業づくり

8 企業立地数（暦年）
４年間で８９社

（H22：２１社）
４年間で１００社 ○攻めの企業誘致

9 テクノポート福井における新規立地・設備投資企業数
４年間で４１社
（H22：７社）

４年間で４０社

10 [福井本拠] 機構の支援により新たにアジア輸出を行う企業数 ― ４年間で６０社 ○アジアビジネスの拡大

11 県内学生の長期海外留学者数 ― １００人
○県立大学を中心にグローバ
ル経営戦略

12 [若者雇用] 県内高校卒業者の県内就職割合 ８９．１％ ９０％
○若者雇用を最優先にジョブ
サポート

13 県内大学等卒業者の県内就職割合 ５８．９％ ６０％

14
ものづくり人材育成修学資金の貸与者のうち県内就職人
数

― ４年間で５４人 ○若者のＵＩターン促進

15 [農業から食料産業] 水稲エコファーマー認定面積 １１，０６２ｈａ ２５，０００ｈａ
○消費者に選ばれる福井米づ
くり

16
集落営農組織等への農地集積率
（集落営農組織等の水田面積／全水田面積）

６０．１％ ７０％

17 園芸産出額 １２０億円 １５０億円
○「園芸新戦略」によるオー
ルシーズンの産地拡大

18
存続危機にある品目の生産者数
（穴馬カブラ、吉川ナスなど計１４品目）

８５人 １７０人
○伝統の福井野菜（カブ、ツ
ケナ、ナスなど）、ナツメ、
葛くずなどの復活

19 [地域農業]
サポートする集落数
（アグリサポーターや農業ボランティアによる農業サ
ポート実施集落）

６７６集落 ８４０集落
○中山間・都市近郊の地域農
業サポートエリアを拡大

20 新規就農者数
４年間で１６２人

（H22:４０人）
４年間で２００人

○就農支援の強化で後継者育
成

21
優良農地の確保
（優良農地：農振農用地）

３８，１５０ｈａ ３８，４００ｈａ
○日本一整備が進んだ農地を
守る

22 農業体験を行う小中学校数（地域活動数を含む） １９５校 ２８８校
○子どもから高齢者まで「農
のある生活スタイル」へ

23 有害鳥獣による農作物被害面積 ４２５ｈａ ３４５ｈａ ○鳥獣害対策の全面展開

政策合意等における４年間の目標数値一覧表

【元気な産業】　　　４１項目
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指標名
２２年度の

現状
２６年度末
までの目標

（参考）「福井新々元気宣言」
対　応　項　目

24 [森] 間伐材の供給量 ４４，０００㎥ ６０，０００㎥
○山への意欲をひき出す「コ
ミュニティ林業」

25 県民運動参加者数 ４．４万人/年 ５万人/年
○植樹祭をひきつぐ「緑と花
の県民運動」を展開

26 [地魚]
水産物の地産地消率
（県内流通量／福井県の漁獲量＋養殖量）

６１％ ６５％ ○鮮度を高め量販・直販

27 水産物の生産額 ９２億円 １２０億円
○「魚は福井」のブランド確
保

28 「越前がに（せいこがに）」の資源量 ７６５ｔ ９００ｔ
○地魚を安定供給する漁場の
保全と新技術の導入

29 [地産地消、地産外商]
県内直売所の売上高
（3,000万円以上の直売所）

２６．１億円 ３０億円 ○「地産地消」を日常に

30
地場産学校給食食材使用率
（福井県食材の使用重量/食材の総使用量）

３７．２％ ４０％

31 飲食業者への売り込みによる契約成立件数（累計） ５８件 １１８件
○「フード・ビジネス基金」
で外商活発化

32 海外における県産食品の販売額 ６３９万円 １，１００万円

33 [観光] 観光客入込数 １，０６３万人
１，２００万人

（４年間で200万人増
加）

○観光客「プラス２００万
人」プロジェクト

34
観光情報ポータルサイト「ふくいドットコム」のアクセ
ス数

９７万件 １２０万件
○観光客「プラス２００万
人」プロジェクト

35 観光消費額 ８４０億円 １，０００億円
○観光地をスケールアップす
るハード・ソフトの複合投資

36 県外からの教育旅行者数 ３５，７００人
７０，０００人
(４年間で倍増)

○「福井がわかる」ニュー
ツーリズム

37 道の駅整備箇所数 ９箇所 １３箇所
○観光ルートの新ポイント
「道の駅」の設置・活用

38 [恐竜王国] 県立恐竜博物館の入館者数 ５０．８万人 ７０万人
○「恐竜渓谷（ダイノソーバ
レー）１００万人」構想

39 ブランドビジネスの売上規模 ― ４，０００万円
○世界水準の研究と着実なビ
ジネス化

40 [ブランド拡大] 新しい日本一ブランドの選定 ― ４年間で３品
○「もっと日本一」プロジェ
クト

41 ふくい南青山２９１の売上高 １億７７０万円 ２億円
○ふくい南青山291とサテラ
イト店の新商品ラインアップ
で売上げ倍増

42 [教育]
難しいことでも失敗を恐れないで挑戦する生徒の割合
（中学３年生を対象とする全国学力テスト結果）

１４%
１８％以上

（全国１位）
○子どもの教育は福井で

43 [学校]
夢や目標をもっている児童生徒の割合
（小学校６年生・中学３年生を対象とする全国学力テス
ト結果）

小学校７０．７%
中学校４４．１%

小学校　７５%
中学校　５０%

○ゼロ歳から高校まで「福井
型１８年教育」

44 授業満足度 ― ７０%
○県民の期待にこたえる高校
教育

45
英語を続けたい生徒の割合
（高校３年生）

４２% ５０%
○聞ける話せる「語学音声教
育」の導入

46 全国科学オリンピック等の参加者数 １００人 １４０人
○中・高校生のためのスペ
シャルプログラム

47 [次をめざす教育] 学習指導プランの登録数
小学校　３４８件
中学校　２１０件
高　校　　９１件

小学校　１，０００件
中学校　　  ７００件
高　校　　　５００件

○教員の授業力を次のステッ
プへ

48
小規模校において達成感等を持つ児童の割合
（小学校６年生を対象とする全国学力テスト結果）

４５．９% ５０%
○尐子化時代の学校環境の最
適化

【元気な社会】　　　３５項目
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指標名
２２年度の

現状
２６年度末
までの目標

（参考）「福井新々元気宣言」
対　応　項　目

49 [医療] 陽子線がん治療センター利用者数 ―
１８７人

(２７年度２２０人)
○がん予防・登録・治療日本
一

50 がん検診受診率 ５６７千人
９８８千人

（５０％超）

51 福井県版HACCP新規認証施設数 １３施設/年 ４年間で４０施設
○「こころとからだの健康」
づくり

52 [アクティブ・シニア]
元気生活率 65～74歳　96.7％

75～84歳　83.4％
65～74歳　97.0％
75～84歳　84.0％

○年をとっても元気に活躍で
きる福井（エイジング・イ
ン・プレイス）

53 在宅医療の利用者数　 ３，０８７人 ３，５００人

54 [一役を分担] 見守りネットワークができた自治会の割合 ― ５０％ ○お互いさまの助け合い

55 [頼れる福祉] 特別養護老人ホームに真に入所を必要とする待機者数 待機者ゼロ 待機者ゼロ ○「待機者ゼロ」の再継続

56 Ｂ型事業所障害者賃金（月額） １７，９２８円 ２０，０００円
○自立と生きがいの障がい者
支援

57 [若者チャレンジ]
チャレンジ活動をする若者の数
（海外留学や地域貢献活動の実践者数）

― １，０００人 ○若者応援プロジェクト

58
出会い・交流イベント参加により出会いの機会を得る人
数

３，５３７/年 ３，９００/年 ○「縁結びさかんな先進県」

59 [家族]
放課後子どもクラブへの支援
　６年生まで受け入れる小学校区数

１８３校区
(９０．１%)

全小学校区 ○遊ばせ上手の子育て家族

60 すみずみ子育てサポート事業利用者数 ４８，２６６/年 ５０，０００/年

61 [働く女性] 女性活躍支援企業　登録企業数 ６０社 １００社
○女性リーダーの出やすい社
会

62 [治安実感] 福井県の治安は「良い」と実感できる人の割合 ９３．８% ９５% ○犯罪の徹底防止

63 「子ども重点見守りデー」実施校区数 ―
２０２校区

（全小学校区）
○地域の総ぐるみ「子ども・
女性見守り活動」

64 [災害対応]
自主防災組織率
（組織された地域世帯数／全世帯数）

７８% ９０%
○「つながりの防災力」の強
化

65 消雪設備の整備延長 ３１０km ３２６km ○災害に強いインフラの整備

66
整備効果が現れる河川延長
（近年、浸水被害が発生した区間等）

―
４年間で

４，０００ｍ

67 小・中学校耐震化率 ７８．４% ９０% ○子どもを守る耐震化の促進

68 [生活・自然環境] 一人一日当たりごみ排出量
９０６ｇ

（平成２１年度）
８６４ｇ

（平成２５年度）
○一歩ずつ始める「ゴミゼロ
社会」

69 「おいしいふくい食べきり運動」協力店 ６０１店 ９２０店 ○食・農・工のサイクル運動

70 ふゆみずたんぼの面積 ５０ｈａ １００ｈａ ○コウノトリの舞う村里

71 [温暖化対策] 住宅用太陽光発電設備導入率 ２．３% ４% ○環境最先端のまちづくり

72 次世代自動車の県内普及台数 ６３台 １，５００台
○地球温暖化防止の「ゼロ
カーボンのライフスタイル」
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指標名
２２年度の

現状
２６年度末
までの目標

（参考）「福井新々元気宣言」
対　応　項　目

73 [景観] 新たな景観づくり活動に取り組む団体数 ― ４年間で３０団体 ○景観保全の重点化

74 住教育実践地区 ―
４年間で１７地区

（全市町）
○建物・まちなみなど「住ま
い方」を学ぶ

75 景観アセスメントを実施し、塗り替える橋梁数 ― ４年間で６橋 ○景観調和の美しい社会資本

76 背面利用や併設などによる道路標識等の減尐 ８区間 ４年間で２０区間
○カーナビ時代の道路景観改
善

77 [高速交通] 舞鶴若狭自動車道の整備

（吉川ＪＣＴ・小浜西間）
　　　　　　　　開通

全線開通
○舞鶴若狭自動車道の全線開
通

78 中部縦貫自動車道の整備

永平寺大野道路
（越坂トンネル・永平寺東間）
　　　　　　　３．２km開通
（上志比・勝山間）
　　　　　　　７．９km開通
大野油坂道路
（大野東・和泉間）
　　　　　　　　　事業化済

・永平寺大野道路
（福井北・松岡間）　開通
（永平寺東・上志比間）
　　　　　　全地区で工事着手
（勝山・大野間）開通
・大野油坂道路
未事業化区間の事業化
（大野東・和泉間）工事着手

○中部縦貫自動車道の整備促
進

79 県内の主要道路の供用路線数 ４年間で２１路線 ４年間で２１路線
○主要県内道路・県境道路の
整備

80 [海と空の拠点] 敦賀港外貿コンテナ貨物取扱量（暦年） １５，３１９TEU ３５，０００TEU
○アジア交流ゲート敦賀港の
航路活性化

81 福井港の貨物取扱量（暦年） １５７万トン １８０万トン

82 [都市改造] 釣りやカヌーなど足羽川での体験活動への参加者数 ２３６人 ２，０００人

83 [電車・バス・自転車] バス利用者数 ５，８３８千人 ５，８３８千人 ○新しい地域交通のシステム

84 カー・セーブ参加企業・団体数 １８１企業・団体 ２５０企業・団体
○「カー・セーブ戦略」のス
テージ・アップ

85 自転車道のネットワーク化による延長 ９４km １２９km

86 [新時代エネルギー産業]原子力・エネルギー関連技術を活用した新製品開発 ４年間で１５件 ４年間で２０件
○「産業化」と「人材育成」
の重点推進

87 嶺南地域における立地企業数（暦年） ４年間で２３社 ４年間で２０社

88 海外研修生の受入数 １１７人 １６０人

89 [スポーツ] 福井国体に関する参加意欲 ６５．１% ７５%
○国体開催に向けた準備を着
実に推進

90 国体総合成績 ３４位 １０位台
○世界をめざすアスリート養
成

91 [毎日運動] 県民のスポーツ実施率 ３５% ５０%
○子どもから大人まで楽しく
体力づくり

92 [文化] 国宝・重要文化財・県指定文化財の新規指定件数 ４年間で３４件 ４年間で３４件 ○新をつくり　旧を残す

93 一流の芸術・文化を直接体験する子どもの数 ６５，１８２人 ７５，０００人
○子どもたちが一級の芸術・
文化に触れる機会をさらに拡
充

94 [新政策]
地方発の政策提案が全国波及や国の政策として実現した
数

― ３件
○地方連携の政策イノベー
ション

95 ふるさと知事ネットワーク参加県同士の新連携数 ― １２件
○大都市を経由しない地方間
ネットワークの拡大

【元気な県政】　　　９項目

【元気な県土】　　　１２項目
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指標名
２２年度の

現状
２６年度末
までの目標

（参考）「福井新々元気宣言」
対　応　項　目

96 [選ばれるふるさと]
福井で新たな生活を営む「新ふくい人」
（Ｕターンセンター等を通じて福井へ移住する者）

４年間で８２３人
４年間で

１，３００人
○「ふるさと帰住」政策のス
ケールアップ

97 [情報] 電子申請サービスの利用促進 １１，９７７件 １４，０００件 ○ICTを生活の中に

98 [共動システム]
計画策定のために設置する検討組織において若い世代が
メンバー全体に占める割合

― ４０％以上 ○新市町振興プロジェクト

99 [行財政改革]
行財政改革
　・財政調整基金等の年度末残高
　・県債の年度末残高

３９５億円
８，８０９億円

平成２３年度中に目
標設定

○「第三次行財政改革実行プ
ラン」の策定

100 [政策推進枠予算] 政策推進枠予算（一般財源）
累計

１５０億円
累計

１５０億円
○１５０億円の「政策推進枠
予算」を確保

【行財政改革】　　　３項目
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